
表紙上：渋谷川は、都市中小河川の象徴のような存在だ。並木橋の上から、渋谷駅南東側を流れる上流を見る。左側（右岸）からは、
水量維持のために落合処理場から送られた処理水が入って下流の水量を維持している。

表紙下：大規模災害を想定して開発が進む東京都の消防水利。地下150〜250ｍぐらいにある滞留水を汲み上げる〈震災時多機能型深
層無限水利〉、つまり深井戸は消火後には生活用水としても活用が見込まれている。

裏表紙上：用水路としての役目を終えて、歴史遺産となった二ヶ領用水（神奈川県川崎市）。円筒分水には、分配のための合意形成
に心をくだいた先人の知恵が読み取れる。

裏表紙下：左から、お江戸日本橋と謳われた名所が、今はこの有様。チョンゲチョンの奇跡を日本にも、と願う気持ちがわからない
でもない。都市河川の再生は、いったいどこから手をつけたらいいのだろう／向島用水（東京都日野市）の取水口すぐそば
の駐輪場。ここは、農地が宅地に変わっても、用水路を守り続けることを選択した地域だ。
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